
組合は であい ふれあい たかめあい

長崎高教組第219回定期中央委員会

「３か年計画」に基づく青年部再建を起爆剤として、高教組運動の正しさを確認し、現勢回復、
増勢に転じるため、「声かけ」から「対話」を、「明るく、気軽に、そして気長に」とりくもう

長崎高教組は、１月20日(土)、諫早市高城会館で第219回定期大会を開催し、県内各地から、

各分会・支部の中央委員44人、本部5人が参加しました。

開
会
行
事
の
の
ち
、
本
部

か
ら
第
１
号
か
ら
第
５
号
ま

で
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
第
１
号
議
案
は
「
青
年

部
規
定
の
改
正
承
認
に
関
す

る
件
」
で
青
年
部
の
年
齢
要

件
を

歳
未
満
に
す
る
と
い
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う
も
の
で
す
。
提
案
の
の
ち
、

異
議
な
し
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。午

後
の
討
論
開
始
前
に
、

福
山
雅
治
の
「
く
す
の
き
」

を
、
佐
世
保
商
業
分
会
の
井

野
口
さ
ん
の
ウ
ク
レ
レ
伴
奏

で
合
唱
し
ま
し
た
。

運
動
方
針
の
第
２
号
議
案

を
中
心
と
す
る
討
論
で
は
、

「
組
織
拡
大
・
強
化
」
、
「
生

活
と
権
利
、
平
和
と
民
主
主

義
」
、
「
民
主
教
育
、
教
育
条

件
整
備
」
の
３
分
野
に
分
け
、

延
べ

人
か
ら
発
言
が
あ
り
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ま
し
た
。
最
後
に
本
部
見
解

を
述
べ
討
論
を
終
了
し
、
議

案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
本
部

提
案
の
「

春
闘
及
び
当
面

18

の
運
動
方
針
」「
暫
定
予
算
」

「
本
部
役
員
選
挙
公
示
」「
専

従
役
員
の
損
失
補
償
」
の
４

つ
の
議
案
が
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

以
下
、
第
２
号
議
案
に
関

す
る
討
論
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

○
組
織
強
化
・
拡
大
の
と
り
く
み

佐
世
保
西

濱
村

中
央
委
員

実
習
教
員
部
は
、
実
験
実

習
教
員
に
関
わ
る
署
名
に
と

り
く
ん
で
い
る
。
東
京
に
持

参
す
る
の
で
未
提
出
分
会
は

早
急
に
本
部
へ
の
集
約
を
お

願
い
す
る
。

佐
商

井
野
口

中
央
委
員

年
金
な
ど
高
齢
者
問
題
が

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
日
教
組

周
年
も
扱
わ

70

れ
て
い
た
し
、
部
活
問
題
も

義
務
制
中
心
。
高
教
組
も
マ

ス
コ
ミ
へ
ど
し
ど
し
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
。

佐
工
全
日

池
田

中
央
委
員

３
人
の
新
規
加
入
、
総
合

共
済

人
加
入
を
実
現
。
①

12

組
合
の
話
が
で
き
る
先
生
方

の
存
在
、
②
歓
迎
会
に
若
い

未
組
を
誘
う
な
ど
を
要
素
と

し
て
声
か
け
を
し
た
。
声
か

け
対
話
の
力
に
驚
い
た
１
年
。

長
工
全
日

砂
田

中
央
委
員

青
年
部
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
大
切
さ
を
指
導
す
る
と

き
に
、
経
験
が
な
く
説
得
力

が
な
い
と
い
う
話
に
な
り
、

３
月
３
・
４
日
に
や
る
こ
と

に
な
っ
た
。
朝
倉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
多
く
の
参
加
を
。

鳴
滝
夜
間

鈴
木
中
央
委
員

支
部
、
分
会

の
活
動
が
厳
し
い
。
過
去
に
は
、

連
絡
網
を
作
り
、
支
部
会
議
の
欠

席
者
に
は
必
ず
連
絡
を
し
た
。
支

部
会
議
の
参
加
に
工
夫
が
必
要

川
棚

（
大
村
支
部
長
）

富
永
中
央
委
員

支
部
レ
ク
を
続
け
て
い
る
。
12

月
に
朝
倉
・
秋
月
バ
ス
ツ
ア
ー
を

名
の
参
加
で
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実
施
。
楽
し
い
企
画
で
、
組
合

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
。
川

棚
で
は
新
採
の
加
入
が
実
現
。

未
組
の
若
い
人
の
注
目
も
。

西
陵
（
諫
早
支

部
書
記
長
）

錦
戸
中
央
委
員

青
年
部
が
動
き
出
し
て
う
れ

し
い
。
青
年
の
声
を
聞
い
て
、

組
合
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
夏
の
教
研
で
、
青
年

特
設
分
科
会
を
開
き
、
多
く
の

若
い
先
生
方
を
集
め
て
、
意
見

交
換
を
し
て
み
た
い
。

川
棚

富
永
中
央
委
員

支
部
予
算
の
分
会
活
動
費
を
、

分
会
で
自
由
に
、
楽
し
く
使
い
、

見
え
る
活
動
、
拡
大
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
、
例
年
よ
り
早
い

時
期
に
、
多
め
に
出
し
た
。

諫
早
農
業

深
松
中
央
委
員

部
活
動
の
時
間

の
調
査
結
果
で
、
農
高
の
部
活
の

時
間
が
長
か
っ
た
。
保
護
者
か
ら
、

年
中
休
み
が
な
く
ブ
ラ
ッ
ク
部
活

だ
と
声
が
あ
が
っ
た
。
当
該
学
校

で
議
論
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

ま
ず
は
、
休
養
日
を
定
着
さ
せ
る

必
要
あ
り
。

西
陵

錦
戸
中
央
委
員

パ
ワ
ハ
ラ
の
矛
先
が
若
い
先
生

や
女
性
の
先
生
に
向
け
ら
れ
る
。

当
事
者
は
指
導
と
思
っ
て
い
て
パ

ワ
ハ
ラ
の
認
識
が
な
い
。
パ
ワ
ハ

ラ
に
苦
し
み
な
が
ら
ウ
ヤ
ム
ヤ
に

な
っ
て
い
な
い
か
今
一
度
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

鳴
滝
夜
間

鈴
木
中
央
委
員

諫
早
干
拓
や
石
木
ダ
ム
の
裁
判

に
で
た
。
行
政
訴
訟
は
行
政
に
有

利
。
裁
判
官
が
行
政
に
忖
度
す
る

か
ら
。
弁
護
士
の
馬
奈
木
さ
ん
は

「
あ
き
ら
め
た
人
が
負
け
」
と
断

言
。
勝
つ
秘
訣
は
、
周
り
に
広
げ

る
こ
と
。

佐
商

井
野
口
中
央
委
員

空
手
道
の
専
門
部
長
を
再
度
引

き
受
け
た
。
空
手
は
経
験
者
で
な

け
れ
ば
も
て
な
い
。
生
徒
減
の
中

で
空
手
部
も
減
少
し
、
専
門
委
員

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

自
己
犠
牲
を
美
徳
と
す
る
日
本
だ

が
、
部
活
動
に
関
し
て
の
負
担
減

が
急
が
れ
る
。

○
教
職
員
の
生
活
と
権
利
に
か
か
わ
る
と
り
く
み

佐
商

井
野
口
中
央
委
員

年
金
支
給
年
齢
が

歳
に
な

70

る
。
今
後
が
不
安
。
再
任
用
者
に

歳
の
免
許
更
新
が
あ
る
の
か
、

65定
年
延
長
に
伴
う
再
任
用
の
変
更

を
知
り
た
い
。

清
峰

佐
藤
中
央
委
員

定
年
引
き
上
げ
の
検
討
が
始
ま

っ
た
と
聞
い
た
。
不
安
だ
、
早
く

情
報
が
ほ
し
い
と
い
う
。
高
教
組

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。
再
度
の
離
島
勤
務
の
情
報

な
ど
も
同
じ
。
未
組
に
も
頼
ら
れ

る
高
教
組
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

島
原
全
日

（
島
原
支
部
長
）

松
本
中
央
委
員

島
原
支
部
は
、
独
自
の
平
和
行

進
と
自
治
体
訪
問
を
例
年
実
施
。

高
教
組
、
高
退
教
、
民
商
な
ど
の

実
行
委
員
会
で
、
高
教
組
支
部
長

が
責
任
者
と
し
て
島
原
市
役
所
前

で
の
集
会
と
平
和
行
進
を
行
っ
て

い
る
。
先
輩
た
ち
か
ら
の
つ
な
が

り
を
感
じ
る
。

長
工
全
日

（
長
崎
支
部
長
）

新
木
中
央
委
員

本
部
の
馬
場
書
記
長
も
、
定

年
が
近
い
。
離
籍
専
従
で
、
現

場
に
戻
っ
て
の
再
任
用
は
で
き

な
い
。
無
年
金
期
間
が
出
る
。

再
任
用
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
高
教
組
で
補
償
す
べ
き
だ
。

鳴
滝
夜
間

鈴
木
中
央
委
員

「
ブ
ラ
ッ
ク
部
活
」
に
対
し

て
、
世
間
の
理
解
が
進
ん
で
き

た
。
外
部
指
導
員
が
入
り
楽
に

な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。
ノ

ー
部
活
動
デ
ー
や
週
ご
と
の
休

養
日
が
実
行
で
き
な
い
の
が
現

状
。
意
識
の
改
革
を
。

桜
ヶ
丘
特
支

田
中
中
央
委
員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
看
護
休

暇
を
と
っ
て
い
た
。
組
合
の
交

渉
で
実
現
し
た
こ
と
を
、
前
分

会
長
が
伝
え
て
い
た
。
県
教
委

交
渉
の
場
合
、
職
専
免
（
職
務

専
念
義
務
免
除
）
で
参
加
で
き

る
。
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
。

○
民
主
教
育
と
条
件
整
備
に
か
か
わ
る
と
り
く
み

島
原
全
日

松
本
中
央
委
員

島
原
支
部
教
研
は
、

年
以
上

30

続
け
ら
れ
て
い
る
。

月
の
初
め

12

に
雲
仙
で

人
の
参
加
で
実
施
し

16

た
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
報
告
、
福
島
の
報
告
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
実
践
報
告
で
学
び

合
っ
た
。

桜
ヶ
丘
特
支

田
中
中
央
委
員

「
教
育
の
つ
ど
い
」
に
初
め
て

参
加
。
リ
ポ
ー
ト
報
告
は
緊
張
し

た
が
、
落
ち
着
い
て
報
告
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
リ
ポ
ー
ト
も
ほ
め

ら
れ
、
あ
た
た
か
い
も
の
を
感
じ

た
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ま
た
行

っ
て
み
た
い
。

西
陵

錦
戸
中
央
委
員

教
研
参
加
者
の
感
想
を
み
る

と
、
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思

う
。
教
研
で
教
師
と
し
て
考
え
る

機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。
冬
の
教

研
に
も
一
人
で
も
多
く
の
先
生
方

に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
若
い
教
員

は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
も
誘
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
組
織
強
化
分
野
で
の
追
加
】

佐
工
全
日

池
田
中
央
委
員

高
教
組
の
会
計
は
い
つ
ま
で
も

つ
の
で
し
ょ
う
か
。
組
合
員
が
減

少
し
て
い
る
が
、
経
費
は
必
要
な

は
ず
。
生
徒
減
、
教
職
員
減
、
組

合
員
減
、
長
崎
高
教
組
の
収
入
減

少
に
よ
る
構
造
的
な
赤
字
は
、
解

決
で
き
る
の
か
心
配
。

池
田
中
央
委
員
の
発
言
に
関

連
し
て
、
本
部
見
解
の
中
で
、

基
金
の
活
用
で
予
算
的
に
は

す
ぐ
に
問
題
が
出
る
こ
と
は

な
い
こ
と
、
組
織
の
拡
大
に

力
を
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性

を
確
認
し
た
。
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職
手
当
見
直
し
に
関
す
る
交

給
保
障
の
打
ち
切
り
に
つ

退
職
手
当
見
直
し
の
条
例

渉
で
は
、
今
年
度
末
の
定
年

い
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

案
を
県
議
会
に
上
程
す
る

退
職
者
に
つ
い
て
は
引
き
下

い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上

こ
と
を
改
め
て
回
答
し
ま

げ
率
を
緩
和
す
る
回
答
が
出

で
、
給
与
改
定
の
条
例
改

し
た
。

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
末

正
に
つ
い
て
は
同
意
す
る

４
回
の
確
定
交
渉
と
２

退
職
者
か
ら
引
き
下
げ
る
と

こ
と
、
退
職
手
当
見
直
し

回
の
退
職
手
当
見
直
し
に

い
う
方
針
は
変
わ
り
ま
せ
ん

に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
ら

関
す
る
交
渉
の
最
終
結
果

速
報
で
既
報
の
と
お
り
、

し
や
子
ど
も
看
護
休
暇
の
中

で
し
た
。

れ
な
い
こ
と
等
を
確
認
し

は
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

高
教
組
は
、
１
月

日
に

学
生
ま
で
の
拡
大
等
、
高
教

高
教
組
は
、
１
月

日
に

ま
し
た
。

19

17

20

確
定
交
渉
と
退
職
手
当
見
直

組
の
要
求
を
反
映
し
た
回
答

開
催
し
た
第
２
１
９
回
定
期

高
教
組
は
、
こ
の
中
央

し
に
関
す
る
交
渉
の
最
終
交

が
一
定
あ
り
ま
し
た
が
、
重

中
央
委
員
会
で
、
こ
う
し
た

委
員
会
決
定
を
１
月

日
23

渉
を
行
い
ま
し
た
。

点
課
題
の
一
つ
だ
っ
た
現
給

県
教
委
回
答
に
対
す
る
高
教

に
県
教
委
に
伝
え
ま
し
た

確
定
交
渉
で
は
、
臨
時

保
障
の
延
長
に
つ
い
て
は
ゼ

組
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

が
、
県
教
委
は

日
の
回

17

19

的
任
用
職
員
の
年
休
繰
り
越

ロ
回
答
の
ま
ま
で
し
た
。
退

討
議
し
、

確
定
交
渉
の
現

答
ど
お
り
で
給
与
改
定
と

17

全
教
編
集
教
育
誌
「
ク
レ

の
関
係
づ
く
り
」
や
「
学
校

て
い
ま
す
。
学
校
が
元
来
持

ス
コ
」
２
０
１
７
年

月
号

・
教
師
と
父
母
と
の
信
頼
関

っ
て
い
た
文
化
と
し
て
の
価

12

に
、
一
橋
大
学
久
冨
善
之
さ

係
」
の
点
で
も
、
あ
る
い
は

値
や
内
容
の
大
事
さ
を
子
ど

ん
の
「
学
校
と
い
う
職
場
の

「
学
校
内
の
教
職
員
相
互
の

も
た
ち
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と

魅
力
と
は-

困
難
か
ら
希
望

関
係
形
成
」
の
側
面
で
も
、

が
重
要
で
す
。
（
・
・
中
略

へ
の
展
望-

」
と
題
し
て
の

い
く
つ
も
の
困
難
と
問
い
直

・
・
）
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

論
考
が
あ
り
ま
し
た
。
久
冨

し
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
学

て
は
、
あ
る
問
題
に
苦
し
ん

論
考
は
今
回
の
「
つ
ど
い
」

校
と
い
う
存
在
は
「
い
ま
揺

で
い
る
人
、
ま
た
そ
れ
を
支

の
基
調
の
ひ
と
つ
に
な
る
と

れ
て
い
る
」
こ
と
は
間
違
い

援
し
て
い
る
人
と
の
出
会
い

思
い
ま
す
。
一
部
を
引
用
し

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
通
じ
て
、
問
題
の
実
際
、

ま
す
。

で
も
こ
の
存
在
は
「
強
力
で

そ
の
事
態
の
深
刻
さ
、
そ
し

学
校
に
は
基
本
的
に
そ
の

あ
る
」
と
も
言
え
ま
す
。
一

て
そ
の
克
服
・
解
決
へ
努
力

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ

時
盛
ん
で
あ
っ
た
「
脱
学
校

し
て
い
る
人
の
姿
を
通
し
て

て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
同
一

論
」
や
「
学
校
を
解
体
し
よ

社
会
問
題
を
実
感
す
る
の
で

年
齢
の
子
ど
も
た
ち
の
「
親

う
」
、
ま
た
「
学
校
に
行
か

す
。
こ
う
し
た
出
会
い
を
通

密
」
な
関
係
が
生
じ
、
そ
こ

な
い
で
生
き
る
」
と
い
っ
た

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
社
会

で
形
成
さ
れ
る
関
係
は
、
家

言
説
は
沈
静
化
し
て
い
る
よ

の
こ
と
を
よ
り
身
近
に
捉
え

族
・
地
域
・
会
社
・
組
織
・

う
に
思
え
ま
す
。
学
校
に
関

る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
負
け

社
会
集
団
に
は
通
常
な
い

す
る
様
々
な
困
難
・
問
題
の

な
い
で
生
き
て
い
る(

あ
る

「
他
で
は
見
ら
れ
な
い
」
友

顕
在
化
や
、
多
方
面
か
ら
の

い
は)

支
援
し
て
い
る
人
の

情
関
係
で
あ
り
、
そ
し
て
一

批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

存
在
を
通
し
て
、
社
会
そ
の

方
で
は
「
い
じ
め
」
を
生
み

本
の
子
ど
も
た
ち
の
大
多
数

も
の
へ
の
あ
る
種
の
「
信
頼
」

出
す
集
団
関
係
に
も
な
り
ま

は
相
変
わ
ら
ず
、学
校
に
「
当

と
「
希
望
」
を
も
学
ぶ
こ
と

す
。
学
校
は
「
教
師
と
生
徒

た
り
前
の
」
の
よ
う
に
通
っ

に
な
る
。

組合は であい ふれあい たかめあい

17確定交渉及び退職手当見直し交渉の結果（○は改善 ●は改悪）

○給料表の改定（2017 年 4 月 1 日に遡って実施）

行政職給料表を人事院勧告の内容に準じて改定(初任給～最高号給を 1000 円～ 400 円引き上げ

る)。改定額の平均は行政職で 489 円(0.13 ％)。

教育職については、全国人事委員会連合会作成モデルに準じて以下のように改定。

１級(｢実習助手｣や講師など)… 1 ～ 44 号給まで 1100 円、それ以上の号給では順次引き上げ額を減

額し、93 号給以上は 400 円を引き上げる。

２級(教諭･養護教諭･｢主任実習助手｣など）… 1 ～ 32 号給まで 1100 円、それ以上の号給では順次引

き上げ額を減額し、73 号給以上は 400 円を引き上げる。

○一時金(ボーナス)の支給月数の引き上げ（17 年 4 月 1 日に遡って実施）

勤勉手当の支給月数を現行の 1.70 月から 1.80 月に引き上げる。

（期末手当の 2.60 月は据え置き） →年間の支給月数は 4.3 月から 4.4 月になる

※再任用職員は年間 2.25 月から 2.3 月に

○教員特殊業務手当の改善(18 年 4 月 1 日から)

修学旅行・公式戦等の引率手当 日額 4250 円を 5100 円に増額

部活動指導手当 日額 3000 円を 3600 円に増額

○教職員研修の見直し(18 年度から)

研修計画を見直し、研修の精選等を行う(具体的には、経年研修の日数減等)。また、研修に係る

提出・報告の精選と書式・様式の簡略化を図る。

○県教委から各学校に要請する調査の削減・簡素化(17 年度末 18 年度初の調査から)

高等学校教育活動に関する調査(全 39 項目)のうち、9 項目を削除し、4 項目を一部削除とする。

○こども看護休暇の対象範囲の拡大(正規職員･非常勤職員とも 18 年 4 月 1 日から）

こども看護休暇について、子の対象範囲を｢中学校就学の始期に達するまで｣から｢中学校卒業ま

で｣に拡大する。

○出産補助休暇の取得期間の拡大(18 年 4 月 1 日から)

出産補助休暇について、取得期間を｢入院日から出産後 2 週間｣から｢入院日から出産後 3 週間｣に

拡大する。

○非常勤職員の病休の拡大(18 年 4 月 1 日から)

インフルエンザに罹患した場合の病気休暇(有給)を 1 日から 2 日に拡大する。

○臨時的任用職員の年休の｢繰り越し｣(17 年度末から)

退職した翌日から起算して 14 日を経過するまでの間に、再び臨時的任用職員として任用された

場合の年休の付与日数は、退職の翌日から任用が継続したと仮定した日数となるように追加して付

与する。

○特別支援学校の臨時的任用職員の任用期間の延長(18 年度から)

学年末終了式以降についても、各学校の実態に応じて、校務事務整理日として１～２日の延長を

認める。

●現給保障の打ち切り

2015 年度から実施している給与制度の総合的見直しにともなう現給保障については、予定どおり

17 年度末で終了する。

●退職手当の引き下げ（改正条例の公布日から）

調整率を現行の８７／１００から８３．７／１００に引き下げる。ただし、定年退職者について

は、公布日から 18 年 3 月 31 日までは８４．５／１００とする。

※多くの定年退職者の場合の引き下げ額は、83.7/100 では約 80 万円。84.5/100 では約 60 万円。

今
年
度
の
確
定
交
渉
は
一
定
の
前
進
を
か
ち
と
り
終
結

退
職
手
当
見
直
し
に
関
す
る
交
渉
は
決
裂

…
県
教
委
は
年
度
内
実
施
方
針
を
変
え
ず

第

回
こ
ど
も
と
教
育
を
考
え
る
つ
ど
い
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フ
ォ
ー
ラ
ム「

学
校
の
魅
力
」
と
は

日
時

２
月

日(

日)

受
付

25

12：

30

開
会

閉
会

13：

00

16：

00

会
場

長
崎
市
民
会
館
６
階
会
議
室

パ
ネ
リ
ス
ト

森

文
明
さ
ん
（
元
高
校
教
師
・
平
戸
九
条
の
会
事
務
局
次
長
）

藤
木
久
美
子
さ
ん
（
青
年
劇
場
俳
優
）

松
野
尾
千
津
子
さ
ん
（
鳴
滝
高
校
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

宮
本
鷹
明
さ
ん
（
県
子
ど
も･

若
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
お
す
」
セ
ン
タ
ー
長
）

学
校
を
「
外
」
か
ら
様
々
な
か
た
ち
で
携
わ
ら
れ
て
い
る
パ
ネ
リ
ス
ト
に
今
の

学
校
（
高
校
）
や
子
ど
も
に
関
わ
る
こ
と
を
「
提
起
」
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
ロ
ア
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
学
校
で
成
長
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
学

ん
で
ほ
し
い
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
「
再
出
発
」
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
学
校
の
創
造
、
そ
の
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り

の
中
か
ら
発
言
し
、
子
ど
も
が
輝
く
、
主
人
公
に
な
れ
る
高
校
や
学
校
の
あ
り
方

を
考
え
ま
す
。
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